
 

 

 

 

 

 

２ ０ ０ ０ 年３ 月１ ０ 日 

主催（ 財） 水野スポーツ振興会 

共催（ 財） 日本体育協会 

    （ 財） 日本オリ ンピッ ク委員会 

 

“ １ ９ ９ ９ 年度 ミ ズノ  スポーツメ ント ール賞” 受賞者決定 

 

（ 財） 水野スポーツ振興会では、 （ 財） 日本体育協会、  （ 財） 日本オリ ンピッ ク委員会と 共催で、 

’９ ０ 年度よ り 「 ミ ズノ  スポーツメ ント ール賞」 を制定しています。 この賞は、 我が国の競技スポ

ーツおよび地域スポーツにおいて選手の強化・ 育成ならびに地域スポーツの普及・ 振興に貢献した

指導者を顕彰すると と もに、 優秀な指導者の育成を目的に制定したものです。  

本日（ ３ 月１ ０ 日） 、 高輪プリ ンスホテルで ’９ ９ 年度 受賞者選考委員会を開き、 受賞者を決定い

たしました。 受賞者は以下の通り です。  

 

【 ミ ズノ  スポーツメ ント ール賞 ゴールド 】 （ ト ロフィ ー、 副賞２ ０ ０ 万円）  

   斉 藤      仁 氏（ 柔道）  

 

【 ミ ズノ  スポーツメ ント ール賞 シルバー】 （ ト ロフィ ー、 副賞各５ ０ 万円）  

   阿 部   周 次 氏（ 北海道）  

   高 橋   雄 介 氏（ 水泳）  

 

【 ミ ズノ  スポーツメ ント ール賞】 （ ト ロフィ ー、 副賞各２ ０ 万円、 う ちスポーツ券１ ０ 万円）  

   井 上   敦 雄 氏（ 東京都）  

   篠 原   達 夫 氏（ 山梨県）  

   魚 住   一 郎 氏（ 愛知県）  

   本 郷   芳 男 氏（ 京都府）  

   馬 場   國 義 氏（ 熊本県）  

   小 浦   武 志 氏（ テニス）  

   平 田   倫 敏 氏（ 体操）  

   竹 野   奉 昭 氏（ ハンド ボール）  

   吉 田   安 夫 氏（ 卓球）  

 

 

詳細は別記の通り です。  

 

 

（ お問合せ先）  

  （ 財） 水野スポーツ振興会  事務局 桂川・ 安達  Ｔ Ｅ Ｌ ． ０ ３ （ ３ ２ ３ ３ ） ７ ０ ０ ９  

  ミ ズ ノ 広 報 室      小西・ 高橋  Ｔ Ｅ Ｌ ． ０ ３ （ ３ ２ ３ ３ ） ７ ０ ３ ７  

  ミ ズ ノ 大 阪 広 報 室      沢井・ 薬師寺 Ｔ Ｅ Ｌ ． ０ ６ （ ６ ６ １ ４ ） ８ ３ ７ ３  

 



 

 

名   称 ： １ ９ ９ ９ 年度 ミ ズノ  スポーツメ ント ール賞 

 

目 的 及 び ： 過去継続して我が国における優秀選手の育成に務めた指導者およびその周辺の 

選 考 基 準  指導者、 ならびに長年にわたり 継続して地域スポーツの振興に尽力した指導者の 

       顕彰 

 

選 考 委 員 ： 委員長  八 木 祐四郎 氏（ Ｊ ＯＣ会長）  

       委 員  佐 藤 宣 践 氏（ Ｊ ＯＣ理事、 選手強化本部長）  

        〃   田 中 英 寿 氏（ Ｊ ＯＣ理事、 表彰専門委員会委員長）  

        〃   長 沼   健 氏（ 日本体育協会副会長、 日本サッ カー協会名誉会長）  

        〃   米 澤   一 氏（ 日本体育協会常務理事、  

                          日本ヨ ッ ト 協会副会長）  

        〃   小 林 徳太郎 氏（ 日本体育協会常務理事、  

                          日本水泳連盟副会長）  

        〃   水 野 正 人 氏（ 財団法人 水野スポーツ振興会会長 

                              ミ ズノ 社長）  

                                    ※順不同 

 

対 象 者 ： 国内外を問わず我が国の競技スポーツの指導者および地域スポーツの指導者 

 

受賞者及び ：
さいと う

斉藤    
ひと し

仁   氏 （ 国士館大学柔道部監督 ) ３ ９ 歳 

選 考 理 由  昭和 59 年ロサンゼルス、 昭和 63 年ソウル両オリ ンピッ ク柔道男子 95 ㎏超級におい

て金メ ダルを獲得、 2 連覇を達成した他、 国内外の各大会において数々の優勝を飾る

と いう 競技実績に基づき後進を指導、 平成 2年からは全日本柔道連盟強化コーチと し

て国際試合に向けた重量級選手の強化･育成に携わっている。 持ち前である根気強さ

と 木目細やかな指導により 1999 年世界柔道選手権大会では、 世界各国の台頭著しい

重量級2階級(95㎏超､無差別級)において篠原信一選手の優勝に大きく 貢献している。

競技実績に基づく 論理的な指導力は高く 評価されており 、 これから先も日本柔道界の

中心的指導者と しての活躍が期待されている。 （ 東京都在住）  

 

 

あべ

阿部 
しゅう じ

周次氏（ 社団法人 日本カーリ ング協会理事 他） ５ １ 歳 

昭和５ ５ 年北海道常呂町にカーリ ング協会を結成すると と もに、 特設リ ンク を作り 、 

 町民に対してカーリ ングの指導を行う など地域スポーツと してのカーリ ングの普及

に尽力する一方、 北海道カーリ ング協会、 日本カーリ ング協会の結成に参画。 両協会

の理事に就任し、 我が国のカーリ ングの普及発展に多大な貢献をした。 現在では常呂

町は「 カーリ ングの町（ 町技） 」 と して全国にその名を知られており 、 長野オリ ンピ

ッ ク では常呂町から男女５ 名のオリ ンピッ ク選手を輩出している。 現在、 氏は第２ 、

第 3のオリ ンピッ ク選手を育てるべきジュニアの育成にも尽力されている。 これまで

カーリ ング競技の普及啓発を通じて地域スポーツの振興と 地域の活性化の両面にわ

たる貢献をしてきた功績は誠に大きいものがある。 （ 北海道在住）  

 

たかはし

高橋   
ゆう すけ

雄介 氏（ 中央大学水泳部競泳コーチ） ３ ７ 歳 



大学卒業後、 アメ リ カ･アラバマ州立大学にコーチ留学し 、 指導法、 最新の科学的ト

レーニング法を学ぶ。 帰国後は中央大学水泳部のコーチに就任、 留学で学んだ指導方

法に自ら考案したト レーニング法を加え選手の強化に携わっている。 中央大学水泳部

は日本学生水泳選手権大会男子競泳総合 6連覇の達成、1999年短水路世界水泳選手権

大会女子 400m メ ド レーリ レーにおいて世界新記録を樹立、 優勝したメ ンバーへ 3 名

(源純夏､中村真衣､田中雅美)を輩出するなど隆盛を極めているがこれも同氏の指導

に負う と こ ろが大きいと 判断されると こ ろであり 、 若手指導者の第一人者と して高い

評価を受けている。 （ 東京都在住）  

 

 

いのう え

井上 
あつお

敦雄 氏（ 財団法人 日本水泳連盟競技委員 他） ５ ７ 歳 

選手時代は４ ０ ０ m メ ド レーリ レーにおいて日本高校新記録を樹立。 昭和４ ０ 年４ 月

日大豊山中・ 高校に教職と して奉職、 以来今日まで同校水泳部の顧問・ 監督を歴任、

この間、 インターハイ優勝６ 回、 準優勝 17 回 3 位８ 回など、 同校を東日本日本随一

の水泳部に育て上げると と もに、 東京、 及び我が国ジュニア選手の育成に多大な貢献

をした。 また、 昭和４ ０ 年から ６ ３ 年までの２ ４ 年間東京都国体水泳選手団少年男子

の監督を務め、 東京都の通算 16 回の総合優勝に貢献した。 昭和４ ４ 年日本水泳連盟

競技委員に就任、 これまで多く の国際競技会参加日本選手団のヘッ ド コーチを務め、

我が国のト ッ プスイマーの競技力向上と 国際親善に貢献した。 （ 東京都在住）  

 

 

しのはら

篠原 
たつお

達夫 氏（  山梨県ソフト テニス連盟副会長 他） ６ ６ 歳 

昭和３ ２ 年第 13 回国体（ 富山） 軟式庭球競技（ 現ソフト テニス） の教員の部ダブル

スで優勝して以来、 選手と して指導者と して後進の指導育成に尽力した。 昭和５ ２ 年

に山梨県ソフト テニス連盟理事長に就任した後は同連盟の組織の整備・ 強化、 ソ フト

テニスの普及と 競技力向上に尽力する一方、 自ら競技力向上に努め、 指導者資格習得

後は指導者養成の講師と して指導育成にあたった。 また、 山梨県スポーツ指導者協議

会甲府支部設立に尽力、 支部設立と 同時に副支部長に就任し、 甲府市におけるスポー

ツ指導者の資質向上に努力している。 （ 山梨県在住）  

 

 

う おずみ

魚住 
いちろう

一郎 氏（ 財団法人 全日本弓道連盟評議員 他） ６ ２ 歳 

幼少の頃より 父（ 現範士十段・ 愛知県弓道連盟名誉会長） の元で弓道の修行に励み、

社会人と なってからは一宮弓道会の会員のみならず愛知県下弓道愛好者の指導にあ

たる一方、 地元一宮高校の弓道部の指導（ 非常勤教師） と 愛知県下の大学弓道部を指

導し、 優秀な選手の育成に多大な貢献をした。 自ら自己研鑚に努める傍ら 、 一宮弓道

会並びに愛知県弓道連盟の役員と して組織の整備・ 強化、 弓道教室の開催、 指導者講

習会の開催等を積極的に推進し、 弓道の普及と 競技技術の向上に努めた。 （ 愛知県在

住）  

 

 

 

 

ほんごう

本郷  
よしお

芳男 氏（ 京都市スポーツ少年団本部長 他） ６ ７ 歳 



早く から少年スポーツの振興に着目し 、 スポーツ少年団活動の先駆者的存在と して、

少年団の育成・ 発展に尽力され、 少年野球のみならず他の競技の振興に寄与し、 今日

の少年団の基盤を築く と と もに、 後進の模範と なっている。 昭和６ ３ 年の京都国体に

おいては、 マスゲームの指導に貢献されると と もに、 スポーツ少年団の協力体制の確

立に尽く し 、 スポーツ少年団の評価を高めた。 温厚で誠実な人柄に加えて、 熱意あふ

れる指導性は単にスポーツ少年団関係者のみならず広範な階層から敬愛なる念をも

って憂げ止められいる。 （ 京都府在住）  

 

 

ばば

馬場  
く によし

國義 氏（ 九州ボート 連盟強化部長 他） ７ ４ 歳 

今日までの４ ０ 年間近く にわたり 一貫してボート の普及と 競技力向上に努め、 昭和３

９ 年には江津湖畔に自ら艇庫を作り 高校ボート の指導活動に心血を注ぎ、 数多く の優

秀選手を育成した。 特に、 昭和３ ７ 年熊本商科大学附属高校に赴任と 同時に、 同校に

漕艇部（ 現ボート 部） 創部し、 自ら部長に就任、 指導活動にあたり 、 同校を高校総体

漕艇競技会において優勝２ 回、 準優勝３ 回の成績を残している。 これまでの指導活動

で全国規模の大会において入賞または優勝は１ ０ 数回に及び、 また世界ジュニア選手

権大会等にも多く の選手を送り 出し、 その指導力はボート 関係者はも と よ り 我が国ス

ポーツ界から高く 評価されている。 現在（ ７ ４ 歳） でも毎日江津湖で自ら購入したモ

ーターボート に乗船し、 指導している現役指導者でもある。   （ 熊本県在住）  

 

 

こ う ら

小浦   
たけし

武志 氏（ テニステクニカルアカデミ ー代表） ５ ８ 歳 

昭和 38年ポルト アレグレ、 昭和 42年東京両ユニバーシアード 男子ダブルス第 2位入

賞、 昭和 42 年全日本室内選手権大会シングルス優勝はじめト ッ プレベルの選手と し

て活躍、 その競技実績に基づき女子世界ランキングベスト 10 入り を果たした伊達公

子選手、 それを目標にト レーニングに励む浅越しのぶ選手等をジュニア時代から指導

すると と もに、 ナショ ナルチームのスタッ フと しても世界各国の大会に帯同し選手を

指導する。 日本女子ナショ ナルチームの選手の育成強化に大きく 貢献している。 （ 兵

庫県在住）  

 

 

ひらた

平田  
のり と し

倫敏 氏（ 日本体操協会体操競技委員会シド ニー対策強化本部長） ４ ２ 歳 

高校、 大学、 社会人選手時代には、 国内はも と よ り 様々な国際大会で活躍、 数多く の

団体総合優勝に大きく 貢献、 個人総合においても常に上位入賞を果たす。 昭和59年に

はロサンゼルスオリ ンピッ クに出場、 団体総合銅メ ダル獲得に貢献している。 競技生

活終了後は大和銀行体操ク ラブのコーチ、 監督、 総監督と して後進の指導に携わり 、

全日本社会人大会、 全日本選手権大会等の国内ト ッ プレベルの大会において同チーム

を団体総合優勝に導いている。 競技実績に基づく 指導力と 情熱は日本の体操界の競技

力を支えるものであり 、 長年にわたる献身的な指導の功績は誠に多大である。 （ 埼玉

県在住）  

 

 

 

たけの

竹野   
と もあき

奉昭  氏 （ (財)大崎企業スポーツ事業研究助成財団,事務局長 ) ６ ３ 歳 



昭和 35 年大崎電気工業入社、 ハンド ボール部を創部、 主将と してチームをまと める

と と もに中心選手と して活躍。 同部の監督、 副部長を 40 年に渡り 務め、 数々の国内

大会においてチームを優勝に導く 。 また、 全日本の監督と してナショ ナルチームを昭

和 47年のミ ュンヘン、 昭和 51年のモント リ オール両オリ ンピッ クに導く など、 ナシ

ョ ナルチームの基盤を作り 上げる。 全日本実業団ハンド ボール連盟理事を始め副理事

長、 理事長、 日本ハンド ボール協会常務理事などをも歴任、 日本ハンド ボール界の発

展と 技術力の向上に大きく 貢献する。 （ 埼玉県在住）  

 

 

よしだ

吉田    
やすお

安夫  氏 （ 青森山田高等学校卓球部監督 ) ６ ７ 歳 

大学卒業後、 45年間に渡り 高校卓球部の指導に携わり 、 インターハイ、 国体、全国高

校選抜、 全日本卓球選手権大会等の国内大会において団体、 個人合わせ 80 回をも優

勝に導いている。 その間、 昭和 60 年の世界選手権大会ではヘッ ド コーチと して参加

男子団体 3位入賞に貢献、 平成 7年の世界ユース卓球選手権大会では男子監督と して

指導に携わり チームを優勝に導く など、日本卓球界の発展に大きく 貢献している。（ 青

森県在住）  


